
 

                    
 

 

2025 年 12 月 10 日 

各   位 

 
不動産投資信託証券発行者名 
東京都中央区日本橋一丁目４番１号 
三井不動産アコモデーションファンド投資法人 
代表者名 執行役員      井上 徹 

（コード番号 3226） 
資産運用会社名 
株式会社三井不動産ｱｺﾓﾃﾞｰｼｮﾝﾌｧﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
代表者名 代表取締役社長  石川 敬洋 
問合せ先 取締役財務本部長  牧野 辰 

（TEL. 03-3246-3677） 

 

2026 年２月期（第 40 期）の運用状況の予想の修正に関するお知らせ 
 

三井不動産アコモデーションファンド投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、2025 年 10 月 20 日に公

表した 2026 年２月期（第 40 期：2025 年９月１日～2026 年２月 28 日）の運用状況の予想につき、下記のとおり

修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 2026 年２月期（第 40 期：2025 年９月１日～2026 年２月 28 日）の運用状況の予想の修正 

 
営業収益 
（百万円） 

営業利益 
（百万円） 

経常利益 
（百万円） 

当期純利益 
（百万円） 

１口当たり分配金 

(利益超過分配金 

は含まない) 

１口当たり 
利益超過 
分配金 

前回発表予想 
(Ａ) 

13,206 6,461 5,908 5,907 2,346 円 － 

今回修正予想 
(Ｂ) 

13,643 6,834 6,271 6,270 2,371 円 － 

増  減  額 
(Ｂ－Ａ) 

436 372 363 363 25 円 － 

増  減  率 3.3％ 5.8％ 6.2％ 6.2％ 1.1％ － 

  （注）期末発行済投資口数 2,517,360 口（想定） 

 

２．修正の理由 

本日付「国内不動産の取得及び譲渡に関するお知らせ（取得：パークキューブ錦糸町他計２物件、譲渡：パー

クアクシス高宮東）」において公表した物件取得及び譲渡に伴い、2025 年 10 月 20 日付「2025 年８月期 決算短

信（ＲＥＩＴ）」で公表した 2026 年２月期の運用状況の予想の前提条件に変更が生じたため、2026 年２月期の運

用状況の予想の修正を行うものです。2026 年２月期にパークアクシス高宮東の譲渡益が約 416 百万円発生する見

込みですが、その一部（約 300 百万円）について内部留保することを前提としています。 

なお、2026 年８月期における本投資法人の業績に与える影響は軽微であり、2026 年８月期の運用状況の予想に

変更はありません。 

 
【注】 1.上記予想数値は、別紙「2026 年２月期（2025 年９月１日～2026 年２月 28 日）運用状況の予想の前提条件」を基に算出した

現時点のものであり、今後の不動産等の取得又は譲渡、不動産市場等の推移、本投資法人を取り巻くその他の状況の変化等

により、実際の営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益及び１口当たり分配金は変動する可能性があります。また、本

予想は分配金の額を保証するものではありません。 

2.上記予想と一定以上の乖離が見込まれる場合は、予想の修正を行うことがあります。 

3.単位未満の数値について、金額は切捨て、比率は四捨五入により表示しています。 

以 上 

 

* 本投資法人のウェブサイト  ：  https://www.naf-r.jp 



 

                    
 

 

【別紙】2026 年２月期（2025 年９月１日～2026 年２月 28 日）運用状況の予想の前提条件 

項 目 前 提 条 件 

営業期間 ・2025年９月１日から2026年２月28日までの181日間 

運用資産・営業収益 

・本投資法人は本書の日付現在で140物件を保有しています。 

・本投資法人は、下記３物件の取得及び譲渡につき、不動産等売買契約を締結済です。

取得及び譲渡予定物件の名称及び引渡予定日は以下のとおりです。 

＜2025年12月18日取得予定（２物件）＞ 

 パークキューブ錦糸町、パークキューブ上野桜木 

＜2026年２月20日譲渡予定（１物件）＞ 

 パークアクシス高宮東 

・運用状況の予想にあたり、上記３物件の取得及び譲渡以外は、2026年２月末日までに

運用資産の異動（新規の取得、取得済資産の譲渡等）がないことを前提としています。 

・パークアクシス高宮東の譲渡については、当該物件にかかる不動産等売却益として約

416百万円を想定しています。 

・物件全体の月末稼働率の期中平均は、97.5％と見込んでいます。 

・実際には、運用資産の異動等により変動する可能性があります。 

営業費用 

・費用計上する固定資産税及び都市計画税は、688百万円を見込んでいます。なお、運用

資産の取得に際し、前所有者と所有する日数に応じて精算することとなる固定資産税

及び都市計画税については、取得原価に算入されるため費用として計上されません。 

・建物の修繕費及び外注委託費は、営業期間において必要と予想される額を費用として

計上しています。なお、予想しがたい要因（建物の毀損等）に基づく修繕費もしくは

外注委託費が緊急に発生する可能性があること、一般的に年度による金額の差異が生

じる可能性があること、及び不定期に発生するものもあること等から、営業期間の修

繕費もしくは外注委託費が予想金額と異なる可能性があります。 

・減価償却費は、取得時の付随費用を含めて定額法により算出しており、1,878百万円を

見込んでいます。 

有利子負債・営業外費用 
・有利子負債残高は、2026年２月末日に170,700百万円を前提としています。 

・支払利息及び投資法人債利息等は、572百万円を見込んでいます。 

発行済投資口数 
・本書の日付現在の発行済投資口数は2,517,360口ですが、運用状況の予想にあたり、2026

年２月末日まで新投資口の発行がないことを前提としています。 

１口当たり分配金 

（利益超過分配金は 

含まない） 

・分配金（１口当たり分配金）の算出にあたっては、本投資法人の規約に定める金銭の

分配の方針を前提としています。 

・パークアクシス高宮東の譲渡益については、本投資法人の財務体質の強化を目的とし

て、「長期保有土地等に係る事業用資産の買換特例制度」を活用した圧縮記帳により、

約300百万円を内部留保する予定です。 

・実際には、テナントの異動等に伴う賃貸収入の変動や、物件の異動、金利の変動、新

投資口の追加発行等により変動する可能性があります。 

・内部留保額は実際には、変動する可能性があります。 

１口当たり 

利益超過分配金 
・本書の日付現在において利益超過分配を行う予定はありません。 

その他 

・法令、税制、会計基準、株式会社東京証券取引所規則、一般社団法人投資信託協会規

則等において、上記の予想数値に影響を与える改正が行われないことを前提としてい

ます。 

・一般的な経済動向及び不動産市況等に不測の重大な変化が生じないことを前提として

います。 

 

 


